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維逃 15年拭争埼日本医学俗理え会事外局:

値此
“
推逃 15年茂争考日本医学俗理え会

"子 9月 27日在

末京宣布成立え昧,我 世代表黒尤江省社会科学院対☆会的成立

表示熱烈的机賀!同 時対矢志不移人事中日友好,添 夕‖及省成争、

九共是反省拭争中医生及医外工作者拭争犯罪的大文挙功添感牧

侃,在 此,世 表送我イト1社会科学工作者的崇高敬意。

多年来,15年茂争均医学研究会的各住学者奔定子中日え同,

力中日友好作出了著多責献。送一点及☆研究会人事中日友好叶

同え衣、人数え多、威長年夢え大可規一斑。文会的正文え本堪

称是民同尿面中日友好字立的典滝。

炎所周知,在 日本写国主文友功的那協衣送 14年惨元人道的

茂争中,中 国人民力此付出了巨大的人員和物疲板失,3000多万

人在拭争中掟生,物反損失高速 6000化美元。作力均那吻惨名人

受的茂争審切相夫的省分,黒 尤江省也遭文了巨大的人員舶牲和

物疲板失,侠 在苓ホ浜近郊平房区,侵 隼日軍 731知歯部映
――

谷人慈魔↑1就通丈人体拭強戎窓地未害了超丈 3000%各界人士!



侵隼日写遺留化学武器待‖造的各和街害至今重在廷牧。国究 731

知菌部映及日写遠留毒気辞的黒尤江省史害者的対日幹国派松重

在持後,姓 派的案Trll至今延没有出現。即使送祥,|む胸覚同的黒

尤江人恣辱久重,不 汁旧怨,対 昔日故目的タヨ幼病残人士以徳根

怨,在 送片思怨rlt仇的土地上声生了中国未父母枚未、未育了多

送九千人的戎留タヨ人和戎留孤九的友好住活。茂后、九共是茨革

井放以来,北 海道、新潟的及立を家神助黒尤江省逃行二江平原

土壌和品和茨良,普 写了丙国閑地区及立友好合作的新篇章。

茂后,中 国政府考慮中日友好的大局以及不徐同祥遭受日本

写国主文街善的日本人民増添久担,主 功放奔了対日拭争索賠,

中国也因此成力唯一放奔茂-3-賠償的国家。然而,日 本政府至今

初未添亥1及省拭争責任,在 和平成坂、房史教育、茂争次坂等方

面井没有像徳国那祥釈板土功地埼周地国家和解,中 幹閑国考日

木え同重姿常因力某些日本政要的不久責任的言お、参舞靖国神

社的本功等而声生クト交及民同摩裸,送 些不侠影噛了ニガえ同及

地和多迪的盗質合作,也 立接夫系多1中日友好大局和未来走勢。

今人欣喜的是,近 年中日夫系在閑国領早人和相互盗貿依救カロ深

的推功下,取 得了【足的友展,中 日え同因此史立了拭略互恵夫

系,閑 国在各介領域的友展出現了谷ガ住、多尿次、党領域友展

的良好勢共。日本湾山新内関己盗表本格逃一ナ添化中日友好,

不千渉中国内政。

我↑1希塑新成立的
“
推逃 15年茂争考日本医学俗理え会

"能



杉以15年拭争埼日本医学研究会多年八事中口友好、及舛自省的

基利力釈淀,逃 一カ弘協十日友好,促 逃閑国民炎的相互理解和

友好往未。同時也希望☆容能用民同中日友好的功力去推功日本

政府在拭争次次、及省淵罪、民同賠怯方面微出逃
一方的努力,

使中日夫系切実在
“
前事不志,后 事え姉ぉ以史力拳,面 白未来。

互オ1合作,共 同友展
"的
宗旨指BI下,不 断取得新的央破。

最后,諏机継逃 15年拭争埼日本医学俗理え会成立伏式取得

国満成功,井 逐浙成力主早中日友好的民同大使和医学界反省拭

争的尋1警。机尽貴会今后不断友展壮大,事 立蒸蒸日上。
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祝 電 (仮訳） 
 
15年戦争と日本医学倫理を推進する会事務局： 
「15 年戦争と日本医学倫理を推進する会」が 9 月 27 日に東京にて設立されるにあたり、黒竜

江省社会科学院として貴会の成立に熱烈に祝賀を表します。  
長年、15年戦争と医学研究会の学者各位におかれては、中日間を奔走され、中日友好のため多

大な貢献をされてきました。貴研究会が中日友好に多くの時間を費やされた、参加される人数が

多くなるなど発展されております。貴研究会の正義の行動、民間レベルの中日友好事業の模範と

呼ぶに相応しいでしょう。 
周知の通りですが、日本軍国主義により、14年もの非人道的な戦争が続けられました。その間、

中国人民は3000 万あまりの人員を失い6000 億米ドルの巨大な物的損失を被りました。 
黒竜江省多くの犠牲を払いました。ハルピン近郊の平房区では日本軍 731 細菌部隊が人体実験を

行い、3000名の人を殺害しました。製造した化学兵器の被害が今日も広がっています。 
731 部隊による毒ガス弾の被害者が国培訴訟を継続しており、まだ勝訴に至っていません。黒竜

江人は、戦争中の恨みを背負いながら、残留孤児を養ってきました。 
戦後、改革開放以来、北海道、新潟と農業専門家の助力を受けて、三江平原の土壌や品種改良を

行い、両国の農業友好の冊子を発行しました。 
戦後、中国政府は中日友好の大局の立場から、日本軍国主義の犠牲になった日本人に負担を転

嫁せず、主体的に、戦争による賠償を放棄しました。中国は、唯一国家として戦争賠償を放棄し

ました。 
しかし、日本政府は未だに戦争責任について真摯な反省には至っておらず、平和認識、歴史教

育、戦争認識などの方面で、ドイツのように積極的に反省し、周辺国家と和解するには至ってい

ません。中韓両国と日本との間には、恒に、政府要人の戦争責任を負わない言論や、靖国神社へ

の参拝が続けることが原因で外交及び民間レベルで摩擦を生み出しています。三国間の貿易に多

くの悪影響を及ぼしているだけでなく、中日友好の未来の趨勢に直接影響してきます。 
近年中日関係において、両国の指導者が経済的な結びつきが進展していることを踏まえ、長期

的な発展を志向し、戦略的な互恵の関係、両国の多方面で両国の関係が発展に結びつきが作られ

たことは喜ばしいことです。 
鳩山新内閣が既に中日友好や内政に干渉しないことを将来に向けた踏み込んだ態度表明をして

おります。 
我々は、「15年戦争と日本医学倫理を推進する会」が15年戦争と日本医学研究会の長年の中日

友好の催しを基礎にして、さらなる中日友好の場を提供し、両国の国民の友好関係を促進できる

ようになることを希望します。 
同時に、貴会が民間中日友好の動力として日本政府の戦争認識、反省と謝罪、民間賠償など方

面の解決に向けて更なる努力すること、「過去を忘れず未来を志向する、歴史に学び、未来を志向

する。互恵と共同発展」をキーワードに前進することを希望します。 
最後に、15年戦争と日本医学倫理を推進する会の設立総会が満場で成功されること並びに、中

日友好の民間大使としてリードし、医学界における戦争責任に対する反省をリードしていただく

ことをお祝い申し上げます。貴会が今後とも不断に発展し事業が隆盛されますことを祈念します。 
 

黒竜江省社会科学院 
院長 曲偉 
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